
浦添市在宅医療・介護連携支援センター
うらっしー だより １０号

「浦添市在宅医療・介護連携支援センターうらっしー」は、介護保険法における、地域支援事業の包
括的支援事業として浦添市からの委託により平成２７年４月１日より浦添市医師会に設置されており、
今年度で６年目を迎えます。高齢社会を迎え、医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み
慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるような体制構築を目指しております。
浦添市の在宅医療・介護・福祉・保健に携わる機関や専門職の皆様ばかりでなく、広く市民の皆様に
もその事業活動を通して、浦添市における地域包括ケアシステムの構築に貢献して参ります。

☆活動報告☆

＜令和２年7月発行＞

さて、新型コロナウイルス感染が懸念される中、日々利用者の感染予防対策に注力さ
れ、ご苦労されていることと存じます。その状況下にあって、新型コロナウイルス感染症が
医療と介護の連携にどのような影響を及ぼしているのか、地域の課題を把握し、対応策
を検討することを目的に、アンケート調査を実施致しました。詳細については、うらっしー
ホームページに掲載を予定しております。

実施期間 ６月１２日 ～ ６月２６日
実施対象 浦添市内居宅介護支援事業所＜18事業所/26事業所（回答率69％）＞

浦添市地域包括支援センター ＜4事業所/5事業所（回答率80％）＞
実施目的 
新型コロナウイルス感染症が医療と介護の連携にどのような影響を及ぼしているのか、地域の課題を
把握し、対応策を検討することを目的とする。
※現在、医療施設のアンケート調査も実施しております  

新型コロナウイルス感染症に伴う医療・介護連携に関する
アンケート調査について（ご報告）

浦添市在宅医療・介護連携支援センターうらっしーホームページはこちら  
（http://www.urasshii.com）

浦添市消防本部が作成致しました標記ガイドブックの運用につきましては、浦添市消防
本部及びうらっしーホームページを活用し普及啓発に取り組んで参りますので、ご理解の
程宜しくお願い申し上げます。

掲 載 日 令和２年７月１3日（月）以降
掲載場所 
浦添市消防本部ホームページQRコード

浦添市在宅医療・介護連携支援センターうらっしーホームページ
※上記のQRコードからご覧ください  

「高齢者福祉施設等における救急ガイドブック」の運用方法について
お知らせ

＜一部抜粋＞



浦添市在宅医療ネットワークのご紹介
在宅医療を希望される皆さんへ主治医をご紹介いたします。在宅医療を希望される皆さんへ主治医をご紹介いたします。

当ネットワークは、安心して在宅医療を受けたいという要望を持ちながら、訪問診療を
行う主治医（在宅医師）を探すことが困難な患者様とそのご家族や施設等に対して、
在宅主治医をご紹介しております。また、在宅主治医と病院や専門医・歯科医師のほ
か、介護や看護に関連する様々な職種が連携することにより、地域社会における質の
高い在宅医療を市民に提供することを目的としております。

訪問診療と往診の違い
訪問診療とは、
『定期的・計画的な医療サービス（＝診療）を行う』ことです。
いっぽうで、、、
往診とは、
『状態悪化などの患者さんの要請を受けて訪問する』ことです。
※基本的に、普段からお世話になっているかかりつけ医に診察にきてもらいます。

診療圏域は、浦添市・那覇市・宜野湾市・豊見城市・西原町など、広い範囲で訪問診
療を行っています。（訪問診療所の所在地より１６㎞以内）
平成27年度からは、浦添市在宅医療･介護連携推進事業と連動しながら、活動を
行っておりますので、詳しくは、浦添市在宅医療・介護連携支援センターうらっしーまでご
連絡下さい。

お問い合わせ 浦添市在宅医療・介護連携支援センターうらっしー（浦添市医師会事務局内）
住所 浦添市伊祖3-3-1-101 電話 098-894-2698 F A X 098-874-2362

アイビーホームケアクリニック開院のお知らせ

「自宅で過ごしたいという思いにこたえたい」

今年7月から実家のある浦添で在支診を開業した国仲慎治と申します。数年の県内勤務のあ
と長く県外に出ていたため二十数年ぶりの沖縄復帰となります。
在宅で一番新鮮なことは、患者さんが病院とは全く違う顔を見せてくれることです。患者さんに
とって病院はアウェー、ご自宅は当然ホームですので、病気を抱えていても穏やかな表情のことが
多く、自宅に帰ることで病状が改善することもよく経験しました。われわれ在宅医はアウェーである
患者さん宅で客人として、礼節を重んじつつご本人の意思を尊重した医療を行うことになります。
現代の医療をもってしても治すことの出来ない病気は存在しますし、ひとにはそれぞれ寿命がありま
す。痛みやつらさをできる限り取り除くかたちでの医療介入により、各々の人生に寄り添っていく。
在宅医療には病院とは異なるドラマがあり、患者さんから学ぶことも多くあります。
古いようで新しい在宅医療の世界を皆様にもっと知って頂き、沖縄の在宅医療に少しでも貢献
出来ればと思います。

在宅療養支援診療所
アイビーホームケアクリニック 院長 国仲 慎治


